
平成 27 年度 霞ヶ浦用水送水管管内調査を実施 

 

水資源機構では施設の長寿命化を図るため、施設の健全度調査並びに保全計画の策定を進めてい

ます。霞ヶ浦用水管理所においても送水管の内面からの目視確認を含む調査を実施し、健全度の把

握に努めています。 

調査場所：茨城県土浦市手野地内 

調査延長：Ｌ＝約２．４ｋｍ（左右管：合計４．８ｋｍ） 

調査内容：管内目視調査、管のたわみ測定、継目間隔測定、管底高測量など 

調査期間：平成 27 年 11 月 ～ 平成 28 年 3 月 

   

 

今年度は、１２月中旬から１月中旬まで送水管右側の管内の目視調査や管のたわみ量の計測等を

行いました。引き続き左管の調査を実施する予定です。 

 

 
また、１月８日に関係機関を対象とした見学会を行い、約１０名の参加がありました。当日は管

内調査内容の説明や約１ｋｍの管内を歩いていただき、霞ヶ浦用水施設の劣化状況を確認してもら

いました。 
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霞ヶ浦用水送水管標準断面図 


